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ットカードの使用を活性化した韓国

では50％を超えていますが、今後少

なくとも米国並みの20％、現在の倍

の取扱高にまで拡大すると見ていま

す。実際、それを裏付けるように国

内のクレジットカード取扱高は、こ

こ10年間、対前年比10～20％の成長

率で推移してきています。実際、

CAFISのトランザクションも、対前

年比約20％で推移し、昨年12月には

月間取引件数が２億件を突破しまし

た。平成17年度末の最新統計では、

対前年比約25％と成長率はさらに勢

いを増しています。今後も、マーケ

ットの伸び以上に、トラフィックは

伸びていくと予想しています。

―24時間365日の無停止稼動が義務

づけられたCAFISのキャパシティから

みて、何倍までのトラフィックに対応

できるよう設計されているのですか。

坪谷 コストパフォーマンスを良

くするために、最初からトラフィッ

クの伸びを考慮した設計となってお

り、随時増設して対応できるように

していますので、その辺はまったく

問題ありません。

―取引件数の伸びとマーケットの伸

びが多少乖離しているのは、どんな理

由からですか。

坪谷 小額での決済が増えている

ことと、利用の裾野が広がって従来

の物販や飲食店の利用に限らない、

様々な決済シーンでクレジットカー

ドの利用が拡大していることが大き

な要因だと思います。

―マーケットの動きを踏まえ、新サ

ービスの提供を含め、どんな点に注力

していますか。

坪谷 ここ数年は「INFOX 」と

いうクレジット決済端末系のサービ

スの充実と、クレジット収納・コン

ビニ収納、交通系や小額決済といっ

た新しい分野への取組みに加え

CAFISサービスの海外ネットワー

クとの接続などを積極的に行ってき

ました。

―詳細は後続の頁でご紹介します

が、取組みのポイントをお聞かせくだ

さい。

坪谷 まず、INFOX端末について

は、店舗のレジカウンターでの利用

に加え、タクシーや宅配業者などの

モバイル環境での利用にも対応して

きており、単機能から多機能まで端

末ラインナップの充実化を図ってい
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―単なるクレジット決済のためのネ

ットワークではなく、今や社会的なイ

ンフラとしての役割を担っている

CAFIS ですが、トランザクションを含

めた最近の状況からお聞かせください。

坪谷 国内のクレジットカードの

取扱高（信用供与額）は着実な伸び

を示しています。現在、約３億枚弱

のクレジットカードが発行され、取

扱高は、約300兆円と言われる日本

の最終商品市場の 10％を超える規

模となっています。国策的にクレジ
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ます。端末ベンダーも、そ

れぞれ得意分野に応じて複

数ベンダーに拡大しました。

次に、クレジットによる

収納業務は非常に注目を集

めています。すでにガス・

電気などの公共料金のクレ

ジット決済は行われていま

す。また、公共的な民間サ

ービスに加え、地方税のカ

ードによる支払も可能にな

っています。このような状

況の中で、当社はマルチペ

イメントネットワークや公

共料金のコンビニ収納によ

りクレジットを含めた総合決済サー

ビスを提供しています。さらに、今

国会には地方自治法や国民年金の収

納に関する「改正」案が提出されて

おり、国民健康保険料や国民年金も

カード払いが可能になります。私ど

もは、このような非対面系の収納業

務に関するカード払いのサービス提

供にも力を入れています。さらに、

米国で普及している購買用カードの

ように、官から民間へのクレジット

支払いへの対応についても今後議論

がなされると考えており、こういっ

た新市場にも注目しています。

また、交通系では、乗車カードと

クレジットカードを一体化した交通

ICカードが普及拡大していますし、

小額決済の分野では、NTTドコモ

の iD、JR東日本のSuicaが脚光を

浴びていることから、携帯電話・交

通・小額決済が一体となった領域で

の高付加価値サービスとして、共同

利用型のポイントサービスのご提供

に注力しています。

さらに海外ネットワークとCAFIS

サービスの接続ニーズも高まっていま

す。「ビジット・ジャパン・キャンペ

ーン」の影響もあって、訪日する外国

人旅行者の数が増えています。特に中

国からの旅行者は年間50万人以上と

言われています。こういった、中国人

旅行者が訪日の際に現金を持ち込まな

くても、手元の銀行カードで買い物や

ATMでの現金引き出しができる環境

にしようということで、中国銀聯セン

ターとCAFISを接続しました。

こ う い っ た 取 組 み を 含 め 、

CAFISが目指すカード統合サービ

スの方向性を図１に示します。

―今後の取組みとして、どのような

ことをお考えですか。

坪谷 CAFISと海外ネットワークと

の接続についてお話しましたが、中国

とのネットワーク接続に加え、東南ア

ジアの地域とも双方向で利用できる環

境を構築していきたいと考えていま

す。さらに、CAFISの接続ビジネス

に加え、今後は 20年以上に及ぶ

CAFISの提供で培った技術・ノウハ

ウを活かしたビジネスを海外で展開し

たいと考えています。例えば、中国は、

マーケットの規模からみて、店舗での

端末設置数が少なく、しかも単機能の

サービスしか提供されていません。日

本のように、POSレジ機能やポイン

トサービス機能といった高付加価値の

サービスはまだこれからです。こうい

ったノウハウを持つ私どもにとって、

現地の先行事業者と連携してカードプ

ロセッシングビジネスを展開するに

は、非常に魅力的な市場です。

今後も常にグローバルな視点で

CAFISを中心に高付加価値サービス

を展開していきたいと考えています。

―本日は有り難うございました。

（聞き手・構成：編集長　河西義人）
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http://www.bcm.co.jp/

	Button2: 


